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当研究所では、大阪のぶどうを核とした産業振興のため、西日本の公設試験場では唯一の

ぶどうとワイン専門研究拠点である「ぶどう・ワインラボ」を昨年３月に稼働させ、大阪オ

リジナルのぶどう新品種の育成やぶどうに係る新商品・新技術の開発に取り組んでいます。 

 

このたび、ラボを活用した研究成果として、府内ワイナリーで育成した醸造用ぶどうの新

品種「大阪R N-1(おおさか あーる えぬ-わん)」を、農林水産省に品種登録出願しました(※

１)。 

「大阪R N-1」は着色良好なぶどうで、ピノ・ノワールやメルローといった一般的な赤ワイ

ン醸造用ぶどうと異なり、果皮の色が濃く果肉まで暗赤色に着色する上、果実のアントシア

ニン含量が極めて高いことが特徴です。地球温暖化によって、ぶどうの着色不良が懸念され

る地域での赤ワイン醸造では、非常に有望な新品種と言えます。 

今後、農林水産省の審査を経て品種登録される予定で、数年後には本格的なワイン醸造が

可能となります。当所では大阪ワイナリー協会を含む「大阪ぶどうネットワーク」（※２）

とともに、このぶどうの普及を図っていく予定です。 

 

今年、大阪ワインについては、G20 サミットでの各国首脳への饗宴などニュースが多く、

非常に活性化しています。今後、さらに「大阪R N-1」を起爆剤として、2025 年の大阪万博

では「食の都 大阪」から生まれた大阪の新たなワインを世界にアピールしていきたいと思

います。(※３) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アントシアニンが豊富で、果肉まで着色するワイン用ぶどう 

「大阪 R N-1」の品種登録を出願 
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▲「大阪R N-1」で試験醸造したワイン（中央） 

▲果肉まで着色する「大阪R N-1」 



（※１）大阪のワイン産業の状況 

大阪府は全国第 7 位の収穫量を誇るぶどう産地で（主要品種はデラウェア）、大阪のワイナリーは産地

とともに発展し、100 年以上の歴史がある。主にデラウェアワインを中心に、豊富な種類のワインを製造

（平成 29 年度 出荷量第 10 位）。平成 24 年度から「大阪ワイナリー協会」を設立し、ワインの普及やワ

インを通じた地域振興にも取り組む。 

 

（※２）「大阪R N-1」品種登録の経過 

府内のワイナリーで 40 年ほど前に育成されたが、品種登録には至っていなかった。今回、そのワイナリ

ーのご厚意で、大阪のぶどう・ワイン産業発展のために活用できるように、当研究所から品種登録を行う

こととなった。当研究所では、品種登録の出願に先立って、形態学的調査に加え遺伝子解析を実施し、こ

の品種が既存品種とは異なるぶどうであることを確認。平成 31 年 3 月 5 日付で登録出願を行い、令和元

年 8 月 30 日付で出願公表された。 

 

（※３）大阪ぶどうネットワーク 

大阪のぶどうに携わる事業者団体、行政機関、研究機関が交流を目的にした産官学連携のネットワーク。

大阪府、羽曳野市、柏原市、太子町、大阪狭山市、交野市、河内長野市、JA 大阪南、JA 中河内、大阪府果

樹振興会、大阪ワイナリー協会、（地独）大阪府立環境農林水産総合研究所の 12 組織が加盟（令和元年９

月現在）。 


